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令和２年度体力・運動能力調査結果の概要（速報）について 
 

 
 

１ 調査概要 

（１）令和２年度調査について 

令和２年度は、調査期間の延長や、各都道府県で実施可否の判断を可能とし、全都道府県
に調査を依頼した。詳細の実施内容は以下のとおり。 

 

（２）実施時期 

 令和２年度 ６月～11 月（例年より１～４カ月程度遅れて実施） 

 ※（参考）令和元年度 小中高：５月～７月、それ以外：５月～10 月 

 

（３）調査項目 

 新体力テスト実施要項に定められたテスト項目（含むアンケート項目）。 

  ※ 青少年の例：握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20ｍシャトルラン（12-19 歳は
持久走との選択）、50ｍ走、立ち幅とび、ソフトボール投げ（12-19 歳はハンドボール投げ） 

 

（４）調査を実施した都道府県 

 調査を実施した都道府県数は、年齢階層ごとに異なっており、具体的には表１のとおり。 
 

（表１）年齢階層別の調査実施都道府県  

６～11歳 13

12～17歳 14

18～19歳（※） 16

20～64歳 21

65～79歳 20  
※ 該当都道府県の国立大学、国立高専、公私立短大、高等学校定時制のみ。 

 

（５）標本数 

   合計点標本総数は、8,431 人（前年度の 15.1％） 

全テスト項目を実施できていない標本数を含めると 14,821 人（前年度の 23.5％）。 
※（参考）令和元年度 標本総数 62,936 人（回収率 84.8％）。 

このたび、令和２年度体力・運動能力調査について速報値を以下のとおり取りまとめました

のでお知らせします。 

令和２年度調査の実施に当たっては新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各地域の事

情によって調査期間の延長や実施可否を判断いただくことを留意事項とし、全都道府県に調査

を依頼しました。 

しかしながら、実施できなかった都道府県が多数あり、十分なデータが回収できなかったこ

とから、令和２年度調査に関しては別添のとおり「参考値」として公表することにしました。 

スポーツ庁 
 



 

２ 調査結果における留意点 

 上記１にあるとおり、全ての都道府県では実施できなかったことに加え、実施時期や標本数

等も例年とは異なっている。そのため、令和２年度の調査結果と例年の結果調査とを比較する

際には、以下の点に留意する必要がある。 

 

（単純な比較ができない原因） 

① 標本数が例年の６分の１程度（前年度の 15.1%）と少ないこと。 

② 標本数の減少に伴い、サンプリング・バイアスの有無についての精査が必要であるが、その

確認は困難で明らかにできないこと。 

③ 年齢階層および性別ごとの標本数は概ね 200～300 程度あるが、例えば成人を対象とした急

歩等でデータ数が極めて少ないこと。 

④ 調査実施期間が例年より後ろ倒しされている。このため、青少年においては、成長に伴う発

達の影響が結果に反映されている可能性があること。 

 

３ 体力の変化 

（１）体力テスト合計点について（図１） 

 体力テストの合計点は、前年度と比較すると青少年の一部を除いて、全般的にわずかではあ

るが合計点の低い傾向がみられる。 

 

           （注）１．合計点は，新体力テスト実施要項の「項目別得点表」による。

　　　           ２．得点基準は，6～11歳，12～19歳，20～64歳，65～79歳で異なる。

図１　新体力テストの合計点（男子）
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           （注）１．合計点は，新体力テスト実施要項の「項目別得点表」による。

　　　           ２．得点基準は，6～11歳，12～19歳，20～64歳，65～79歳で異なる。

図１　新体力テストの合計点（女子）
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（２）年代別に見た体力結果の特徴について 

① 小学生 

  ・体力テストの合計点は、前年度よりも高い（11 歳を除く）。 

② 中学生・高校生・大学生等 

  ・中高生の合計点は前年度よりもわずかに低い（14 歳男子を除く）。 

③ 成人 

  ・成人の合計点は前年度と比較するとほとんどの年齢の男女でわずかに低い。 

④ 高齢者 

  ・高齢者の合計点は前年度と比較するとわずかに低い。 



 

４ テスト項目から見たコロナ禍の影響  

 体力テスト調査結果を項目別に見ると、青少年、成年、高齢者の全ての年齢階層および男女

に共通する傾向については認めにくい状況にあるが、体力テストの合計点を見ると、小学生を

除くほとんどの世代で前年度と比べわずかに低い。 

 なお、令和２年度の体力テスト前にコロナ禍が社会活動に影響を及ぼした期間は数カ月と短

いことや、調査の標本数が少ないこともあり、今回の調査でその影響を評価することは困難で

ある。 

 コロナ禍が国民の体力・運動能力に及ぼした影響については、コロナ禍がある程度の期間以

上続いた後に実施することになる令和３年度以降の調査において、引き続き分析していくこと

が必要と考えられる。 

 

５ 今後のスポーツ庁の対応 

 学校の休校や部活動の休止、テレワークの拡大、運動施設の利用制限や運動教室の実施制限

等の影響は、地域における感染の広がりや年齢階層等ごとに千差万別であることを踏まえ、以

下の取組を継続していく。 

 

（１）スポーツ実施率向上のための行動計画に基づき、子供・若者、ビジネスパーソン、高齢

者、女性及び障害者といった対象ごとに、それぞれの課題を踏まえた対応を推進する。 
 

（２）「Sport in Life」プロジェクトの推進により、企業、自治体等におけるスポーツ推進に向

けた取り組みの水平展開や、スポーツ実施上の課題を解決するための実証事業を推進する。 
 

（３）地域の高齢者や治療を要する人を対象として、スポーツによる健康づくりを支援する「運

動・スポーツ習慣化促進事業」を自治体と連携して推進する。 
 

（４）新型コロナウイルス感染症により自粛傾向になったスポーツの再開に向け、子供の運動

機会の確保やスポーツ関係団体への支援を行うとともに、スポーツを安全に行うためのガイ

ドラインや、外出自粛による高齢者のフレイルや認知機能の低下の予防に向けた情報発信等

を推進する。 
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